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第５章 計画の推進 
第１節 計画の推進体制 

本計画を推進し、目標を達成するためには、健康づくりの主体となる市民一人ひとりが

本計画を十分理解し、実践することが大切です。 

そのためには、「広報ほんじょう」及び市ホームページなどを通して本計画の市民への

周知を図るとともに、行政、地域、保健・医療・福祉関係機関、教育機関、企業などの団

体が協力し、互いに連携を図り、総合的に取り組んでいきます。 

 

 

 

【地域における計画の推進体制】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民 医療機関保育所・学校

行政・関係各課地域

企業・事業所
健康づくりに
取り組む団体
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第２節 計画の進行管理 
計画を効果的に推進するためには、計画策定(Plan)、推進(Do)、評価(Check)、改善

(Action)を効率よく進行していくことが重要です。 

計画においては、各年度における事業の進捗状況を把握し、評価及び課題の検討を行っ

ていきます。最終年度には、目標達成状況の最終評価を行います。その評価結果と合わせ

て、計画策定後に生じた社会情勢の変化や新たな健康問題も考慮し、更なる改善に向けた

計画の見直しを行います。 

 

 

 

 

【第２期 本庄市健康づくり推進総合計画の PDCA サイクル】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＰＬＡＮ（計画）

目標を達成するための施策
を定める。

ＤＯ（実行）

計画の内容を踏まえて、事業を
実行する。

ＣＨＥＣＫ（確認、評価）

事業の実施状況を検証し、達成状
況の分析、評価を行う。

ＡＣＴＩＯＮ（改善）

評価結果を踏まえ、必要があると
認めるときは、計画の変更や事業
の見直し等を実施する。

第２期 本庄市健康づくり推進総合計画
PDCAサイクル


